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教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
コ
ン
ク
ー

ル
や
競
技
会
で
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
児

童
・
生
徒
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、　

名
、
５
ク
ラ
ブ
、

２４

５２

１
学
級
、
１
学
校
、
１
団
体
と
多
く
の
児

童
・
生
徒
が
対
象
と
な
り
、
平
成　

年
３

２５

月　

日
（
金
）
に
市
役
所
で
表
彰
式
が
行

１５
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
た

後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
小
平
第
四
中

学
校
３
年
の
川
畑
大
樹
さ
ん
（
表
彰
式
当

時
）
か
ら
、「
両
親
や
顧
問
の
先
生
、
部
活

動
で
い
っ
し
ょ
に
練
習
し
た
み
ん
な
に
支

え
ら
れ
、
関
東
大
会
出
場
ま
で
、
頑
張
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
高
校
で
は
関
東
大
会

の
先
ま
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。」と
の
力

強
い
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
表
彰
式
後
に
は
、
今
年
行
わ
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
の
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ゆ
り
ー
と
も
参
加

し
、
表
彰
者
と
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
頑
張
る
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
教
育
委
員
会
表
彰
受
賞

２４

者
・
団
体
（
敬
称
略
、
学
校
、
出
場
大
会

等
は
平
成　

年
度
時
点
）

２４

▼
小
学
生

［
三
小
］
出
原
空
弥
（
冲
永
荘
一
杯　

第

　

回　

東
京
都
少
年
少
女
学
年
別
柔
道
選

２４手
権
大
会
）
、
高
木
秀
徳
（
第
５
回　

東

京
都
中
学
生
オ
ー
プ
ン
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大

会
）
、
東
堂
一
貴
（
平
成　

年
度　

全
日

２４

本
少
年
少
女
武
道
（
剣
道
）
錬
成
大
会
）

［
五
小
］
林
琴
子
（
第　

回　

シ
ョ
パ
ン

１４

国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
ｉ
ｎ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ

　

ア
ジ
ア
大
会　

３
・
４
年
生
の
部
）
、

三
嶋
晴
人
（
朝
永
振
一
郎
記
念
「
科
学
の

芽
」
賞
）
、
［
六
小
］
小
平
第
六
小
学
校

５
年
３
組
（
第　

回　

東
京
都　

小
・
中

３９

学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル　

小
学
校
・
学
習

新
聞
の
部
）
、
［
七
小
］
鈴
木
麻
悠
香

（
第　

回　

全
国

２８

小
学
生
陸
上
競
技

交
流
大
会　

６
年

女
子
百
丿
走
）
、

［
十
四
小
］
田
窪

慶
就
（
と
び
う
お

杯　

第　

回　

全

２７

国
少
年
少
女
水
泳

競
技
大
会　

男
子

百
丿
バ
タ
フ
ラ

イ
）
、
［
学
園
東

小
］
境
堀
将
（
第

　

回　

全
日
本
学

３２生
選
抜
書
道
展　

小
学
部
初
級
）
、

成
松
裕
香
、
三
井

詩
織
、
学
園
東
小

学
校
（
第
７
回　

し
ょ
う
ゆ
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
）

▼
中
学
生

［
一
中
］
青
佳
祐
（
第　

回　

関
東
中
学

４０

校
陸
上
競
技
大
会　

２
年
男
子
百
丿
）
、

［
二
中
］
小
平
第
二
中
学
校
女
子
テ
ニ
ス

部
、
剱
持
梓
、
李
淑
玲
、
野
副
ひ
か
り
、

金
子
遥
（
第　

回　

全
国
中
学
生
テ
ニ
ス

３９

選
手
権
大
会
）
、
剱
持
梓
、
李
淑
玲
（
ダ

ン
ロ
ッ
プ
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手

権 
　
　

歳
以
下
女
子
ダ
ブ
ル
ス
）
、
野

１４

田
樹
力
、
武
藤
洸
希
（
第　

回　

関
東
中

６５

学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
）
、
小
平
第
二

中
学
校
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
女
子
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
小
倉
由
嵩
、
佐
藤
烈
、

小
野
寺
雅
之
、
秋
田
聖
華
、
田
村
優
典

（
第　

回　

全
国
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

４２

大
会
）
、
柴
田
陽
登
、
福
嶋
壮
太
、
石
原

優
美
、
村
井
陽
香
、
岩
谷
果
歩
、
小
川
杏

加
、
丹
野
千
瑛
、
佐
々
木
し
お
り
、
吉
村

七
美
（
第　

回　

関
東
中
学
校
バ
ド
ミ
ン

４３

ト
ン
大
会
）
、
佐
野
直
輝
（
第　

回　

関

３７

東
地
区
選
抜
空
手
道
選
手
権
大
会　

中
学

男
子
組
手
）
［
三
中
］
小
平
第
三
中
学
校

吹
奏
楽
部
（
第　

回　

全
日
本
吹
奏
楽
コ

６０

ン
ク
ー
ル
）
［
四
中
］
高
島
美
桜
（
第　
６７

回　

国
民
体
育
大
会　

競
泳
少
年
女
子
Ｂ

４
百
丿
リ
レ
ー
）
、
（
第　

回　

全
国
中

５２

学
校
水
泳
競
技
大
会　

女
子
百
丿
自
由

形
）
、
川
畑
大
樹
（
第　

回　

関
東
中
学

３６

’１２

校
水
泳
競
技
大
会
）
［
五
中
］
清
水
優
太

（
第　

回　

関
東
中
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権

３３

大
会
）
、
［
六
中
］
初
瀬
翔
吾
（
第　

回
５２

　

全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会
）
、
［
花

南
中
］
花
小
金
井
南
中
学
校
箏
曲
部
（
第

　

回　

全
国
中
学
校
総
合
文
化
大
会
）
、

１２森
梓
紗
（
全
国
小
・
中
学
校
箏
曲
コ
ン
ク

ー
ル
ｉ
ｎ
宇
部　

中
・
上
級
者
部
門
）
、

小
平
第
三
中
学
校
生
徒
会
（
地
域
に
お
け

る
清
掃
活
動
や
社
会
福
祉
活
動
に
尽
力
）

〈
教
育
庶
務
課
〉

　

平
成　

年
４
月
に
小
学
校
、
中
学
校
へ

２６

就
学
す
る
に
あ
た
り
、
心
身
に
障
が
い
の

心
配
が
あ
り
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
お
子
さ
ん
の
就
学
先
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
、
適
切
な
就
学
を
支
援
し
ま
す
。

相
談
対
象
者　

▽
小
平
市
立
小
・
中
学
校

特
別
支
援
学
級
ま
た
は
都
立
特
別
支
援
学

校
へ
の
就
学
を
お
考
え
の
保
護
者

▽
現
在
、
お
子
さ
ん
が
身
体
的
理
由
で
就

学
猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
て
い
て
、
平

成　

年
４
月
か
ら
の
就
学
を
お
考
え
の
保

２６
護
者

申
込
み　

７
月　

日
（
火
）
ま
で
に
問
合

２３

せ
先
へ

問
合
せ　

学
務
課
就
学
相
談
担
当
☎　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
９
３

※就学支援委員会の委員…専門医、学識経験者（特別支援教育、児童心理）、市立小・
　中学校長、通常の学級・特別支援学級担任、福祉関係職員、就学相談員ほか

就学先の決定就学先の決定

就学相談員によるお知らせ・ご説明就学相談員によるお知らせ・ご説明

就学支援委員会の開催就学支援委員会の開催

就学相談員との面談就学相談員との面談

電話申込み電話申込み

お子さんの障がいや発達の状況について理解を深め、
保護者の意向を尊重しながら、決定します

就学支援委員会での検討結果をお知らせします
必要に応じて面談の上、ご説明します

お子さんと一緒に指定の会場へお越しください
就学支援委員会の委員※が、集団内や個別でのお子さんの様子を見させていただきます 
この様子や①②③を参考に、幅広い視点からお子さんにふさわしい就学先を検討します 

お子さんと一緒に就学相談室（市役所６階）へお越しください

就学相談員との面談の日程を決めます

※母子健康手帳、印鑑のほか下記①②があれば持参してください

① ②
③

発達検査の実施発達検査の実施 専門医の診断専門医の診断
園への訪問園への訪問 かかりつけ医がある

場合は診断書などの
提出で代えられます

就学相談員が園を
訪問して、ふだんの
お子さんの様子を見
させていただきます

１年以内に受けてい
る場合は、検査結果の
提出で代えられます

就学相談の進め方とスケジュール就学相談の進め方とスケジュール
電
話
申
込
み
は
７
月
23
日
ま
で

電
話
申
込
み
は
７
月
23
日
ま
で

１
月
上
旬

１
月
上
旬

就
学
支
援
委
員
会
は
12
月
ま
で

就
学
支
援
委
員
会
は
12
月
ま
で

平
成　

年
度
就
学

26

特
別
支
援
学
級
・
学
校

就
学
相
談

平
成　

年
度　

小
平
市

24
教
育
委
員
会
表
彰

（
児
童
・
生
徒
対
象
）

そ
の
他
の
取
組

　

小
平
第
三
中
学
校
の
運
動
会
で
よ
さ
こ
い
を

一
緒
に
踊
っ
た
り
、
夏
休
み
に
は
、
中
学
校
教

員
に
よ
る
小
学
生
向
け
の
も
の
づ
く
り
教
室
や

ロ
ボ
ッ
ト
教
室
を
実
施

し
た
り
す
る
な
ど
、
機

会
を
設
け
、
人
と
人
の

交
流
を
進
め
、
お
互
い

の
理
解
を
深
め
て
い
ま

す
。

「
教
科
部
会
に
よ
る
情
報
交
換
」
と
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
の

実
施

　

小
平
第
二
中
学
校
区
で
は
、
教
科
部
会
を
設

定
し
、
部
会
ご
と
に
小
・
中
学
校
の
教
員
が
よ

り
具
体
的
な
学
習
場
面
で
の
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
保
健
体
育
部
会
で
は
、

体
力
向
上
に
関
係
す
る
細
か
い
情
報
交
換
を
し

な
が
ら
、
情
報
の
共
有
と
連
携
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
各
学
校
で
児
童
・
生
徒
が
中
心
と
な
っ

た
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
平
第
二
中
学
校
区
の
取

小
平
第
二
中
学
校
区
の
取
組組

小
平
第
三
中
学
校
区
の
取

小
平
第
三
中
学
校
区
の
取
組組

そ
の
他
の
取
組

　

学
力
向
上
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
小
平
第

二
中
学
校
区
で
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
活

用
、
補
習
や
補
充
学
習
の
充
実
、「　

分
╳
学

１０

年
」
の
家
庭
学
習
の
推
進
等
の
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
体
験
活
動
、
お
店
番
体

験
（
５
年
生
）、
マ
ナ

ー
指
導
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
型
発

表
、
福
祉
体
験
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

意
欲
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

中
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
適
応
を
目
指
し
て

　

小
平
第
三
中
学
校
区
で
は
、
小
平
第
三
中
学

校
へ
の
進
学
を
期
待
す
る
小
学
校
６
年
生
が
増

え
る
こ
と
を
目
指
し
た
小
・
中
連
携
を
進
め
た

い
と
考
え
、
平
成　

年
度
か
ら
小
平
第
二
小
学

２３

校
、
小
平
第
九
小
学
校
、
鈴
木
小
学
校
の
６
年

生
を
中
学
校
に
招
き
、
授
業
体
験
を
行
っ
て
い

ま
す
。

平成24年度から市内のすべての小・中学校で取組を開始した「小・中連携」について、全校共通プ
ログラムのほか、中学校区ごとにどのようなことが行われているか、その一部をご紹介しています。

こだいらこだいらのの 小小・中・中 連連携携 〈第４回〉　 小平第二中学校区
　　　　　　小平第三中学校区

〈児童が中心となったあいさつ運動〉

小平第六小学校
児童数：531名（17学級）

小平第十三小学校
児童数：438名（13学級）

小平第二中学校
生徒数：630名（18学級）

（平成25年5月1日現在）

小平第二小学校
児童数：452名（16学級）
　

小平第九小学校
児童数：532名（17学級）
　

鈴木小学校
児童数：196名（9学級）
　

小平第三中学校
生徒数：628名（18学級）
　

（平成25年5月1日現在）

〈中学校授業体験の様子〉


